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安全未来特定認定再生医療等委員会議事録要旨 

第 293 回 第５部 

2026 年 1 月 14 日 

 

安全未来特定認定再生医療等委員会は、提出された再生医療計画について、その調査・審議・

判定を行ったので、その議事録要旨を作成する。 

 
【議題】  

東京 Dタワーホスピタル 

定期報告「慢性疼痛に対する脂肪組織由来幹細胞移植治療」 

     （申請者：管理者 長谷川 光広） 

 

【日時場所】 

日  時：2026 年 1 月 13 日（火曜日）第 5 部 20：00～20：10 

開催場所：東京都渋谷区渋谷 2-22-3 渋谷東口ビル 

 

第１ 審議対象及び審議出席者 

１ 出席者 

出 席 者：委員については後記参照 

陪 席 者：（事務局）坂口 雄治、坂口 千恵、細川 美香 

 

２ 技術専門員   西村 大輔 先生 

赤坂ペインクリニック 院長 

 

３ 配付資料 

  資料受領日時   2025 年 12 月 11 日 

（本審査資料） 

・再生医療等提供状況定期報告書（様式第三） 

・定期報告フォーム 

・年間 教育・研修記録文書 

（事前配布資料） 

・再生医療等提供状況定期報告書（様式第三） 

・定期報告フォーム 

・年間 教育・研修記録文書 
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（会議資料） 

・再生医療等提供状況定期報告書（様式第三） 

・定期報告フォーム 

・年間 教育・研修記録文書 

・技術専門員による評価書 

・評価書に対する回答書 

 

第２ 審議進行の確認 

１ 特定認定再生医療等委員会（１，２種）の出席者による成立要件充足 

 
以下の１～８の構成要件における 2,4,5or6,8 が各 1 名以
上出席し、計５名以上であることが成立要件 

氏名 性別（各２
名以上） 

 

申 請 者 と
利 害 関 係
無 が 過 半
数 

設 置 者 と
利 害 関 係
無 が ２ 名
以上 

１ 分子生物学、細胞生物学、遺伝学、臨床薬理学又は病
理学の専門家 

    

２ 再生医療等について十分な科学的知見及び医療上の
識見を有する者 

辻 晋作 男 無 無 

３ 臨床医 高橋 春男 男 無 無 

４ 細胞培養加工に関する識見を有する者 藤村 聡 男 無 無 

５ 医学又は医療分野における人権の尊重に関して理解
のある法律に関する専門家 

井上 陽 
 

男 
 

無 
 

有 
 

６ 生命倫理に関する識見を有する者     

７ 生物統計その他の臨床研究に関する識見を有する者 山下 晶子 女 無 無 

８ 第１号から前号以外の一般の立場の者 栃原 菊恵 女 無 無 

＊栃原委員は、Zoom にて参加 

 

事務局の坂口雄治が今回の審査の前に、開催基準に関して要件を読み上げ、「本再生医療等提供

計画に関する役務の提供の関係による除外条件」も含めて、すべての条件を満たしていることを

各委員に宣言した。 

 

第３ 審議 

１  質疑 

計画の科学的妥当性の評価方法の適切性及び当該評価の結果について検討を行ったほか、つぎ

のような質疑応答があった。 

 

井上 ７例14件です。山下先生、統計的にはいかがですか 

山下 VASが０が多いので、統計にかけることができません。痛くないのに、やっ

ていいのか疑問に思いました 
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井上 従前から継続している患者さんであれば、いいとは思います 

山下 痛くないのに治療してもいいのでしょうか 

井上 適応基準以外に投与したというのは大問題です。しかし、ずっと続けてやっ

ていて、発症しないように投与する人がいるとは聞いていますので、そうい

うことであればいいとは思います 

辻 １回投与してVAS30が０になったから続けたいということであれば、合理的

だと思います 

藤村 回答書に、“再発を懸念した患者本人の希望”と書いてあります 

井上 それならば大丈夫ですので、適切とさせていただきます 

 

２  判断 

 審査の結果、報告内容が再生医療等の安全性の確保等に関する法律に適合しており、当該再生 

医療提供計画の継続に問題はないと全員一致で認められた。 

   

第４ 審議結果  

定期報告は適切である。  

以上 


